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「ひろさき卍学」－大仏公園写生大会－
７月２日（月）、「大仏公園あじさい祭」が開祭してすぐ

に、大変蒸し暑い中でしたが、中学校で大仏公園写生大会

を「ひろさき卍学」の一環として行いました。生徒９６人

全員が石川のシンボルである大仏公園の自然、紫陽花など

の風景を描き、故郷のよさを味わいました。完成した作品

は石中祭（9/22･23）で展示する予定です。

「ひろさき卍学」－弘前市街職場体験学習－
７月３日（火）４日（水）、中学校２年生が、働くことの意義を考えることな

どを目的に実施しました。弘南電鉄大鰐線 を利用し、下の事業所を訪れ「働く」

という体験をしてきました。１年生の時は石川での地域職場体験学習を行ってお

り、「働く」ということについての考えを深めることができました。

また、「弘前市の産業・経済が今後ますます発展していくためにはどうすれば

よいと思いますか」という、職場の方への共通の質問事項を設定し、「ひろさき

卍学」の一環としての取組も実践しました。
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職場の方の質問への回答（主なものを要約）

・ラジオを通して魅力的なお店、リスナ

ーの声、イベントを伝え、人と人をつ

なぐ。

・火事などを起こさせないようにする。

・災害が起きたときは、復旧を早め経済

を回復させる。

・人材の育成、若い人が弘前で働く、市外・県外からの移住を増やす。

・魅力ある街並み、専門店街を造る。外国人観光客を増やす。

・大手の企業を誘致する。

地域コーディネーターの須藤

さんに石川駅でのチェックを

お願いしました。

7/6付け陸奥新報より
各世代で、様々な意見

を出し合い、考え続け

ることが大切ですね。



弘前は農業と観光のまちであると思います。弘前にはりんごがあるし、弘前城や洋館などの歴史的

建造物さらに１年を通して色々な祭が催されます。でも、弘前は人口の減少が問題になっています。

この問題を解決するためには、都会から移住する人を増やせばよいと思います。移住者を増やすため

ににも、もっと魅力的なまちにする必要があります。現在は津軽塗りでスマホケースなども作られて

いるそうで、このような伝統を残しつつ新しいことをするなど、歴史をのこしつつ時代に合ったもの

を取り入れることが大切だと思います。（石田萌笑）

小学校では、毎年、 「あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動」

小金崎町会長金崎昭範 を実施します。石川中学校区では８月24日（金）

さんのご厚意で、各学 27（月）28日（火）の３日間行います。【市内一

年に１本ずつ笹竹を頂 斉取組日は28日（火）】保護者・地区の学童健全

いています。子ども達 育成協議会・防犯協会・交通安全協会・民生委員

は、夢や願い事を短冊 ・学校運営協議会・公民館運営委員の方々の参加

に書いて階段に飾っています。今年の竹はしおれる を期待しております。朝７時15分、集合場所は小

のがおそく大変長持ちしました。 中学校の校門のところです。この運動は、次のよ

うな効果があります。

地区別防災カルテ－石川地区－
先日の西日本豪雨で、死者は２００名を越え、自然災害では東日本大震災以降、最大の惨事となりま

した。一方、地域住民同士の声掛けで全住民の命が助かった地区や「ハザードマップ」が浸透し早めの

避難で難を逃れた地区もあったそうです。自分たちの住んでいる地域の実態・災害の過去を知っておく

ことが大切だと思います。下の図は弘前市のホームページ（地区別防災カルテ）から抜粋したものです。

「地区別防災カルテ」によ

ると石川地区は水害・土砂

災害、地震災害に関して「平

川沿いに液状化、洪水、土

砂災害の危険があります」

とあります。また、「避難

所は石川小・中学校です

が、洪水時には最大５０㎝

程度の浸水が想定されるた

め、可能であれば別の避難

所に避難する必要がありま

す」と記されています。詳

しくは「地区別防災カルテ

－弘前市」で検索してみて

ください。

生徒の考え

大人が率先してあいさつをしたり、ことばをかけたりしながら、地域全体で子どもたちを見守ることに

よって、地域に「自分を知っている人」「自分が知っている人」がいることを、子どもたちに意識付ける

ことで、「地域に見守られている」という安心感を与える。また、子ども達の様子に気を配ることによ

り、いじめや虐待の未然防止、早期発見・早期対応につながる。

検索すると詳細な地図等を見ることができます。


